
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 遅くなりましたが、今月の「企画展示」テーマ 

を紹介します。今回の展示テーマは、NHK 大河ド 

ラマ「豊臣兄弟！」に関連させて、「織田信長・豊 

臣秀吉・徳川家康」としました。3 人の伝記や戦国 

時代に関する本を展示しています。特におもしろそ 

うな本は次の 2 冊。黒田基樹『秀吉を天下人にした 

男 豊臣秀長』（講談社現代新書、2025年）、渡邊大 

門『羽柴秀長と豊臣政権』（ちくま新書、2025年） 

です。「豊臣兄弟！」の歴史的背景を学ぶことで、 

ドラマをより楽しく見ることができるのではないで 

しょうか。 

 また、図書委員の制作した「新着図書ポスター」が、職員室中央扉横や図書館入口などの掲示板に張

り出されています。今回のポスターも力作ぞろいです。こちらもご覧ください。 

 今号の通信で紹介したい本は、今井むつみ・秋田喜美『言語の本質 ことばは 

どう生まれ、進化したか』（中公新書、2023年）です。2024 年の「新書大賞」 

第 1 位に輝いた通り、本書は知的な刺激に満ちています。幼児が好んで用いる 

オノマトペ－「ドスン」、「ゲラゲラ」、「わくわく」などの擬音語・擬態語・擬 

情語－への考察から始まって、「言語の習得と起源・進化」の過程が跡づけられ、 

「言語の本質」が議論されています。具体的な事例から普遍的な問いに論点を 

広げていく様が鮮やかで、本書を読んでいて、飽きが全くきません。特に興味 

深かったのが、ヒトと動物を分ける特徴を論じた第 7 章。言語学・心理学・神 

経科学などの知見を動員して、「アブダクション推論」－目の前のできごとを説 

明するための仮説をつくりだす推論－こそがヒト固有の思考方法であり、それ 

がまた、人類の進化を促したとします。初めて学ぶことがたくさんありました。 

ぜひ、本書を手に取ってみてください！ 

  

第 30 号 １月 26 日（月） 

名 古 屋 経 済 大 学 

高蔵高等学校・中学校 発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


